
 

技術開発 

事例 
経常研究 MZ Platformによる生産管理技術の研究 

 

【背景・目的】 

 県内中小企業においては，生産現場の IT化が遅れており，作業指示書等の紙により生

産管理している企業が多いのが現状です。また，製品のトレーサビリティーや価格競争

に勝つためには，さらなる生産管理が必要となりますが，システム開発とメンテナンス

に費用がかかり導入に成功している事例は尐ないです。そこで，生産現場の IT化促進の

ため，中小企業向けの安価なシステム開発を目的としました。 

 

【内容】 

 (独)産業技術総合研究所の「MZ Platform」（年会費 1000円で使用可能）を活用し，簡

易在庫管理システムを開発しました。株式会社大貫工業所の協力により，プレス工程の

作業日報から在庫管理につながるシステムを開発しました。 

 

【結果】 

 現在，EXCELに入力しているプレス作業日報をデータベース化して，MZ Platformによ

る入力画面，図番と期間で検索できるプレス作業日報表，最終工程の生産数量を在庫と

して更新するシステムを開発しました。図番と作業日によるクロス集計は，MZ Platform 

では難しいため，EXCELを起動する形で開発しました。 
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